
1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

本工法はテラアムジセル工法（以下、「ジオセル」とい

う.）といい,不織布のベルト状のものをハニカム状に

埋設することで、法面の浸食を防止し植生回復を図る. 

不織布の特性である透水機能,ろ過機能及び保温効果

について検証を試みた. 

2.2.2.2. 材質材質材質材質    

材質は 70%のポリプロピレン,30%のポリエチレンの透

水性(k=4.5cm/sec)の不織布で,表面水・地下水を自然

な方向に流下させる. 

3.3.3.3. 試験施工の概要試験施工の概要試験施工の概要試験施工の概要    

(1)使用試験資材(テラアムジオセル材(35/10)) 

・セル長 415mm セル幅 370mm セル深 100mm 

4.4.4.4. 試験場所試験場所試験場所試験場所    

(1) 第第第第 1111 現場現場現場現場((((北海道北海道北海道北海道内内内内) 

・施工 2015.10.22～2015.10.24 面積 100m2(1 か所) 

・盛土の法面勾配 1：2.4 

(2) 第第第第 2222 現現現現場場場場((((愛知県愛知県愛知県愛知県内内内内)))) 

・施工 2015.8.26～2015.8.28 面積 4 か所 100m2 

・盛土の法面勾配 1：1.5～1.8 

5.5.5.5. 設置状況設置状況設置状況設置状況    

    

                                

 

 

    

        写真写真写真写真 1111    土砂充填土砂充填土砂充填土砂充填                        写真写真写真写真 2222    埋設状況埋設状況埋設状況埋設状況    

6.6.6.6. 斜面浸食状況斜面浸食状況斜面浸食状況斜面浸食状況    

第 1 現場の雪解け後の法面で,浸食はない. 

 

 

 

 

    

写真写真写真写真 3333    雪解け直後の法面雪解け直後の法面雪解け直後の法面雪解け直後の法面 

7.7.7.7. 植生回復の特徴植生回復の特徴植生回復の特徴植生回復の特徴    

第 1 現場(北海道)の発芽までの積算雨量は 30mm,積算

温度は 476℃であった.第 2 現場(愛知県)の発芽までの

積算雨量は 224mm,積算温度は 416℃であった.なお,野

芝の発芽積算温度は 300℃～400℃といわれている. 

ジオセルの埋設区域とその他区域の植生回復の特徴か

ら資材の断熱機能により地温保温効果が期待された. 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真写真写真写真 4444    播種後播種後播種後播種後 78787878 日目日目日目日目    

8.8.8.8. 地温地温地温地温保温保温保温保温効果の確認効果の確認効果の確認効果の確認    

植物の影響がない冬季に温度変化を観測することが必

要と考え,図 1 に示す第 2現場(愛知県内)を試験地に

選定し,地温の測定をすることとした.地表は全て枯草

地であり,地点 P2～P5 にボタン型自動計測温度計を埋

設し 10 分毎に地温を測定した.なお,地点 P1 は地中

3cm の気温の測定を行った. 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 1111    地点地点地点地点 PPPP1111～～～～PPPP5555 ととととジオセルジオセルジオセルジオセル設置設置設置設置のののの関係関係関係関係    位置図位置図位置図位置図    

(1) 図 2 の地点 P2s と P3s は東側南向き法面であり,

どちらも地中 3cm の深度で温度測定をした.その結果
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ジオセル内の P3s の地温は,ジオセル設置されていな

い P2s よりも地温の変化が少なく保温効果が観測され

た. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 2222    地点地点地点地点 PPPP1111    PPPP2222ssss    PPPP3333s s s s 地温変化地温変化地温変化地温変化    

(2) 図 3 の地点 P4s と地点 P5s は西側南向き法面であ

り,どちらも地中 3cm の深度で温度測定をした.ジオセ

ル内 P4s は,ジオセル外 P5s に対して,温度の上昇が低

く,ジオセル設置による保温効果が観測された. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 3333    地点地点地点地点 PPPP1111    PPPP4444s Ps Ps Ps P5555s s s s 地温変化地温変化地温変化地温変化    

(3) 図 4 の地点 P4s P4d で,ジオセル内の深度が異な

る同一地点においては,浅い位置と深い位置では,温度

変化は,常に 2℃程度の違いで推移しており,この現象

が保温性を示していると考えられる. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 4444    地点地点地点地点 PPPP1111    PPPP4444s Ps Ps Ps P4444dddd    地温地温地温地温変化変化変化変化    

    

(4) 図 5 の地点 P5s P5d の同一地点で深度が異なる場

合,ジオセル外にあっては,地中 3cm と 10cm では,

著しく地温に違いがあり,このような温度変化が常

に生じていると考えられる. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 5555    地点地点地点地点 PPPP1111    PPPP5555s Ps Ps Ps P5555dddd    地温地温地温地温変化変化変化変化    

(5) 図 6 の地点 P4d P5d は,ジオセル内及び外における

深度 10cm における地温の違いを示している.深度

10cm の位置では地温の違いがない. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 6666    地点地点地点地点 PPPP1111    PPPP4444d Pd Pd Pd P5555dddd    地温地温地温地温変化変化変化変化    

9.9.9.9. あとがきあとがきあとがきあとがき    

ハニカム状の帯状不織布を地中に埋設し、法面の浸食

を防止するジオセル工では、植生回復・浸食防止のほか,

保温効果による地温の上昇・地温の低下の抑制効果が

認められた.今後は,植物が繁茂する夏季や,大規模に

設置した場合の検証が必要と考えられる. 
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